
 

 

 

平成 26年 10月７日 

各  位 

 

会 社 名  株 式 会 社 エ ー ア イ テ イ ー 
代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  矢 倉 英 一 

（ コ ー ド 番 号 ： 9 3 8 1  東 証 一 部 ） 
本 社 所 在 地   大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 本 町 二 丁 目 1 番 6 号 

問 合 せ 先  取締役 総合企画部及び経理財務部 

担当兼海外統括室長 西村 司 

電 話 番 号  （ 0 6 ） 6 2 6 0 - 3 4 5 0 ( 代 表 ） 
 

 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成26年10月７日開催の取締役会において、下記のとおり、平成26年８月31日を基準日とする剰余金

の配当（中間配当）を行うことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．剰余金の配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（平成 26 年４月４日公表）

前期実績 

（平成 26 年２月期 中間）

基準日 平成 26 年８月 31 日 同左 平成 25 年８月 31 日 

１株当たり 

配当金 
10 円 00 銭 10 円 00 銭 16 円 00 銭

配当金総額 191 百万円 ― 152 百万円

効力発生日 平成 26 年 10 月 24 日 ― 平成 25 年 10 月 25 日

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金

 （注）平成 25 年 11 月 1 日付にて、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。 

そのため、平成 26 年２月期の１株当たりの中間配当額 16 円 00 銭は、当該株式分割前の金額となって 

おります。なお、当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合、平成 26 年２月期の１株 

当たりの中間配当額は８円 00 銭となります。 

 

 

２．剰余金の配当の理由 

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題として認識しており、安定的かつ継続的に、各期の連結 

業績、配当性向及び将来の事業展開に備えての内部留保を勘案しつつ中間配当と期末配当の年２回を基本方針と

しております。 

当期の中間配当につきましては、本日発表しました「平成27年２月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」

に記載しております当第２四半期連結累計期間の業績、並びに今後の事業展開等を勘案し、直近の配当予想の 

とおり、１株当たり10円00銭とすることといたしました。 

 

以上 

 


